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南極大陸の歴史を探る③

～南極の氷河作用～

I地形にあらわれた氷河作用

～隆起汀'線～

南極大陸の周囲にあるわずか次陸地には何段かの隆

起汀線カミどこにでも見られる.これは陸地の上昇か

海面降下があるいはその両方によって生じたものであ

る占大陸氷床は昔のある時期には現在よりも大きか

ったことは確かだから氷床カミ小さくなれぱその重圧

が減り陸地はアイソスタシｰによって上昇するであろ

う,また融けた水が海水を増加させ海面上昇をもた

らすがそのごの寒冷化によって海面がふたたび低下す

ればそこに隆起汀線が見られることになる.このよ

うたユｰスタティツク汰世界的たスケｰルでの海面変化

とどちらかといえば局地的恋アイソスタティックた大

陸の上昇によるものとの区別は簡単では狂い.

しかしとにかく海岸の高いところに昔の汀線や海

成堆積物があるのだから南極の最近の歴史をたどるた

めの重要な鍵になることにはまちがいない.

南極半島では隆起汀線が200mよりも高いところに

ありそこの化石から新第三紀後半のものであるといわ

れている｡しかしふつうは現在の海面より60㎜以下

であジその80%は30m以下のものである.そして

低温と乾燥のため植生や永久凍土層などに欠けている

ので温帯や亜寒帯などとはちがった特徴をもっている.

つまり氷の影響だけが強いので平坦面沸あっても

その上の堆積物がモレンか海成かを見分けることがたか

なかむずかしい.だから海成堆積物と思われるもの

があれば貝殻や珪藻などの生物遺物を探してその裏づ

けをする.さらにその生物から放射性同位体を抽出

してその年代をきめることができる.

昭和基地近辺の隆起汀線は吉田(1970)によると20

m以下の3,000B･P･～6,000B･P･のものと高度はバラ

バラだが23,000B.P.～34,O00B.P.のものとの2つの

グルｰプにわけられる,それぞれについてのCコ{年代

と標高との関係を第王2図であらわしてある｡第王

図では標高が低くなるほど隼代が若く在っていると

いう直線関係にあることかわかる｡これはすく汰く

とも6,C0鵬王から3手OO鵬王紀かけて連続的紀陸

地の上昇あるいは海面低下があったことに抵る.氷床

木崎甲子郎

ボｰリングでの結果ですでにのべたようにこの時期

は沖積世の温暖なアトラント期にあたる.そのとき

氷床は融けて海面上昇があったがそれは現在海水準

よりたかだか31nであったろうといわれている.とす

ればオングル島で海面上16mの汀線はユｰスタティ

ック在海面変化よりもむしろアイソスタティックな基

盤の上昇つまり氷床淋縮少したため南極大陸が隆起

したことを意喋することになる.この図にマクマｰド

地域のマｰブノレポイントの隆起汀線に埋っていた象ア

ザラシのC二珪年代と標高を入れてみると昭和基地付近

の隆起汀線の直線からはずれている.

南極で放射性炭素同位体(C]4)を使って年代をきめる

とどうも北半球できめた年代より古くでる傾向があ

る.ビクトリアランドのドライバレｰ地域でミ

イラになったアザラシをC工4法で年代をきめると1200

年とか1600年とかの値がでる.ところか生きたアザ

ラシを殺してそのC-4年代を測ってみるとたんと

亙200年という値がでたのである.マクマｰド入江の海

水のC1垂が他の地域よりも少ないためであるとわかっ

たのは最近のことであった.だから測定値は真の年

代より古くでるので600～1300年ぐらいをさしひいて

補正してやらたければならない.リュッオホルム湾の

海水のC14どうたのであろうか?

第1図のマｰブルポイントの象アザラシの年代は
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こうして補正した値たのである.ジュッツオホノレム湾

でもそのていどの補正が必要であるとしてかりに

1000年を補正してやると第1図の破線のようにマｰ

ブルポイントの値の上にのってくる.そして陸地

の上昇期間は5,000B･P･から一2,000B･P･の間になる･

アトラント期の気候温暖化→氷床減少→アイソスタティ

ック上昇というプロセスにほぼ2000年のタイムラグ

(時間のずれ)を考えたくてはたらたいことにたる･

そのうえこの図から読みとれることは2000年前あた

りから隆起カミ停滞していることである｡ひょっとした

ら沈下しているかもしれたいがこれは海底地形をよく

調査してみたいとわからない､すくなくとも隆起はし

ていない.このことは氷床の収支決算で現在の氷

床はわずかだがら増大しているという結論と矛盾しない.

世界的な海面変化はバウトルフ間氷期て

やキ上昇しそれ以後17,000B.P.のウィ

スコンシン氷期(最高寒冷期)にかけて百

数1(〕nユもの海面低下をしていることが易)か

っている.つまり第2図から読みとれ

←一･･

十中る海面の相対的変化とは一見逆の動きをし

＼I､μ_.一一一..ている.だからこの隆起汀線もアイ

｣ソスタティックな大陸の隆起と沈降によっ

てできたものであると考えたほうがよさそ

253035×1昨年3早(C･･)うである.しかし間氷期とはいっても

パウトルフ間氷期'これはウィスコンシン氷期のたかであり

第2図昭和基地付近の隆鰍'馳その年代との関係氷床の盛衰はそれほど大きくないであろう.

だからアイソスタティック汰隆起沈降が

これほど敏感に大きく反映しているかどうか問題が残

る.

ともあれ隆起汀線とC1{年代による海水準面変化の

追求は南極大陸の最近の歴史を探る有力な手がかりで

あることはあきらかである､氷床の盛衰と海面変化と

の関係はホリンの仮設の土台でありどちらがニワトリ

かタマゴかという興味ある問題を投げかけている､

第2図は古い時期の隆起汀線とC豆{年代との関係図で

ある.この図からみると30,000B･P･を境にその前

後で傾向が逆になっている.34,000B.P.から30,000

B.P.までは海面は相対的に下降しそれ以降は上昇に

転じているようにみえる.氷床ボｰリングの資料とつ

きあわせてみると海面下降時期はほぼバウドノレフ間氷

期にあたる(前号参照).それ以後は晋んだいとして

最寒冷期に向かい海面の相対的上昇と対応している.

一氷河作用一

海岸の露崖地域や内陸の山脈を歩いてみると過去に

南極氷床はもっと大きく北方の海上に広がっていたで

あろうということはすぐわかる.高いところまで氷

蝕地形がはっきりしているのである｡やまと1土1脈では

氷面よりも400mも高い山頂が隠されるくらい氷床は厚

かったらしい.ロス棚氷の奥のベァヂモァ氷河の落ち

口では現在よりも1,000㎜も高いところに氷河の表

面があったと報告されている.

氷床の厚さの変化は中央部では小さく周縁部にい

くほど大きい｡ホリン(1962)の計算によるとウノレ

ム(ウィスコンシン)氷期に海面が150皿低下したとす

ると海岸から300km一奥では220m海岸付近では

1,230㎜も現在より厚かったことにたる.

舳一蟹鶯､
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しかし氷床の消長は新第三紀後期から

第四紀にかけて何回もあったというこ

とが大陸の各地で報告されている.だ

がその年代がわからたいため対比や編年

ができ狂いのである.そのたかでロス

海の奥のマクマｰド入江地域はそれがよく

わかってきた.

批^

脈鮒

ディスカハトlllイ南

竜窪㌧

二水脈･

打押''1

輪剥

氷床と棚氷と山岳氷河の消長は同調し

てはいない

マクマｰド入江の西方には巨大な南極横η'

1痂五1脈が東南極の大氷床をせきとめるダム

のようにそびえ立っている.その商の谷

閥をぬっておおくの谷氷河が溢れでるように氷舌を作

っている.こういう氷河を溢流氷河(㎝t工etg1aCier)

という.テイラｰ谷やライト谷にあるのがそれである

(第3図).氷を湛えた洗面器から水が溢れるようなも

のだからこの溢流氷河の消長は内部の東南極氷床の増

減を敏感に反映しているはずである.そのうえロス

棚氷が北方に広がってくるとその氷がこの谷を上流に

向かって押しあがってくる,そしてモレンや漂礫土

を残しているのでその消長もわかる.さらに南極

横断山脈の峯々には孤立した山岳氷河がかかっている･

このようにここでは三種類の氷河作用が見られる.

それぞれ三種類の氷河作用の消長を調べているうちに

奇妙抵ことにその消長がかならずしも同調していな

いことがわかったのである.混流氷河カ主もっとも活動

した時期がすぎてから棚氷が活動し山岳氷河はロス棚

氷の後退した時期に前進しているのである.

ロス海

030'榊60㎞

｣

溢流氷河の盛衰一テイラｰ氷河f乍ハヨｰ(第1表)

現在のテイラｰ谷やライト谷はその東半分は氷のたい

飼いた谷一ドライバレｰ一である.つまり過去に

はこの谷を埋め谷を作った氷が存在したのである.

それは河時だったのか?

この谷のおもな氷河地形はもっとも古いテイラｰVの

第3図マクマｰド入江地域㌘)地図(デ;■トンほか1970)

��

時期に作られている.このとき氷河はマクマｰド入

江にまで達していた.この時期の漂礫土は水の作用が

強く粘土や土壌カミできている(表王).

つぎにくるテイラｰwと皿もマクマｰド入江に流れ

こんではいたが氷蝕はあまり激しくはなかった.そ

して水の作用も強くはたい乾燥した状態であった､こ

れは当時がより低温であったことを意味する･テイラ

ｰVとWの間に溶岩流があり2.7～3.5m.y｡(K-Ar

年代)ライト谷では3,7m.y､であった｡つまリ最

大の氷蝕作用を行なったテイラｰVの時代はすくたく

とも400万年以上昔のこと(鮮新世)ということになる.

そしてテイラｰWと皿のモレンの間の溶岩流は1.6～

2.1n玉.y.である.テイラｰ皿の氷河は小さく現在

の氷河の末端よりせいぜい4k狐下流にしか下ってい

たい.テイラｰIというのは現在のテイラｰ氷河である｡

棚氷の消長一日ス海氷河1年月{一

ロス棚氷の前進した時期は過去にすくなくとも4回あ

る.そのときディスカバリｰ山やμス島などの高所

を削りテイラｰ谷やライト谷を西方にのし上っていた

のである.そのなかでいちばん古いロスwのモレン

の下の溶岩流は1.2m･y･～3.1m･y･の年代であった･

つまリロス海氷河作用の4回とも1.2㎜.y.以後の事

簿議譲_･一義.籔繁嚢議､撒榊

昧が兇えるぞ一ソン海搬�
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策1表マクマｰド入江地域の氷河作用対比表(デントンほか1970)

て繍鴻]1

デイラI

テイラｰ皿

テイラｰ巫

2.1～1.6nユ.y.

テイラｰw

3.5～2.7m.y.

テイラｰY

鵬棄徽1

��〳��

��あ��

��あ��

��あ��

ロスI

㌴�〰�倮

〉47,000B.P.

��住���

ロスn

ロス皿

1コスIV

3.1～1.2m,y.

山岳氷河作用

アルバイン皿

��〰�倮

アルバインII

1.2～0.4m.y､

2.工m.y.

アルバイン皿

3.5皿.y.

件であり浴流氷河のテイラｰ氷河作用の最大の時期

(テイラｰVとWあるいは皿)が終わったあとのもの次

のである､

またロスIと■との間にある堆積物から発見された

貝化石は34,800～49,000B･P･のものであった.これ

はウィスコンシン氷期あるいはその後半にあたる･

つまりロス■はウィスコンシン氷期に先だつ時期が

あるいはその前半にあたる.いわゆる氷期とは一致し

たいようである､

ではロス海氷河作用とテイラｰ氷河作用とウィスコ

ンシン氷期との関係はどうたっているのであろうか?

第4図でも見られるように現在のテイラｰ氷河はロ

ス豆の氷蝕面を切っている.しかもロスIと■との

間に発達した山岳氷河のモレン(アノレパインII)も切っ

ている.さらにロスlIの氷蝕面を切っていることも

わかった.したがって現在のテイラｰ氷河はロス

〕I以来最大の位置にあることにたる.ところがロ

ス]Iというのはウィスコンシン氷期の古期からそれ以前

にまたがるものである.テイラｰ谷やライト谷の溢流

氷河いいかえれば東南極の氷床はウィスコンシン氷期

以前から最大に達し現在にまでひきつづいていると

いうことにたる.この事実は大陸氷床の現在の収支

がプラスであるという推定とうまくつじつまがあうので

ある.

最近数千年の年代をきめるのはモレンのなかで氷漬け

にたっている淡水藻類のC王{年代である血氷床とその

先端の浴流氷河がこの数万年のあいだ停滞しあるいは

わずかに増加しているとき以ス棚氷はφス夏の前進以

後急激に後退をはじめた.そのとき棚氷の前面の陸

地には多くの池を残していく.その池に発生した淡水

藻のC!皇年代によるといちばん古いのは§,490B･P･で

あることカミわかった｡もっとも新しいところでは隆

起海岸に埋っていた象アザラシの年代で遂ラ450B･P･で

あった.つまりそのころのマクマｰド入江は夏には

アザラシカミ活動できるくらい開水面があったわけである.

このロスI以後の棚氷の後退はウィスコンシン氷期以

後の沖積世アトラント期の海面上昇に対応している.

このあたりはホリンのモデルでよく説明できる一一

方ウィルソンのサｰジ説は棚氷の変動が第四紀の気

候変動と対比できるということがわかったうえで大陸

氷床のサｰジのメカニズムを説明したければ放ら肢い｡

西南極の氷床のサｰジによってロス棚氷の前進や後退

(ロス海氷河作用)を説明するのは與在のところむずか

しい.

山岳氷河一アノレバイン氷河作用一

山岳氷河の若い2つの時期はロス海氷河作用のロス

Iの前後の棚氷の後退期に発達している.これはたぶ

氷河作州による奇旗なl11σ)形リ

皿ツツ攻糸ルム湾

ラングホプデ地域�
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んロスIの前後で開水面ができて東風によって水蒸気

が山脈に吹きつけられて降雪をもたらす一という局地的

次気候によるものであろう曲

このように氷床と棚氷と山岳氷河の消長がおたがい

に同調していたいという事実はいろんた問題を呼びおこ

すことになるであろう.氷河の前進後退を単純に汎租

界的肢気候変動や海水準面変動にむすびつけることはで

きたい.このことはまえに氷河サｰジ説の解説のと

きのべておいたが南極でもこういう形で問題カミ提起

されているのである.
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テ4ラｰ漂堆繊

ロス海藻堆積

1窺在1

鰯I旺皿1工

漂礫土浅海献物11魎

111藍竃

附L〕㎞鮒災囲､ブ､サ

ともかくテイラｰ氷河の消長からみるとすくなく

とも400万年以前に東南極の氷床は最大に達していた

のである.これは第三紀後期の鮮新世にあたる.中

新世からしだいに寒くなりつつあったとはいえまだ氷

期には在っていたいより温暖な時代である.それは

当時の氷河で作られた漂礫土には土壌ができるほど気温

が高かったことからもわかる.ロス海の奥の南極横断

山脈のリｰディ氷河では標高2,900～3,600mのところ

にあった初期の氷河堆積物(たぶん鮮新世)を調べて融

け水が存在していたことがわかった｡つまり当時は現

在よりもすくなくとも25℃気温が高かったであろうと結

論されている.

南極氷床が温暖な鮮新世後期に最大に達していたとい

うことは氷河の形成がたんに気温だけでなく降水量

や地形放とのいろん肢要素の組み合わせによって規定さ

れているということを意味している.それたらば

極氷床は何1時ごろからできはじめたのであろうか?

I正海底地磁気層序学と気候変動

一氷床のできはじめたとき一

南

アメリカの海洋観測船に｢エノレタニン｣という最新式

の船がある.この観測船は毎年のように南極大陸の周

簸4図テぞラｰ氷河作刀壮輯ス纐氷河作用との関係(デン1･ンはか至裏側)

圏を航海して海洋観測を行なっているがそのなかで画

期的たものは深海底ボｰリングである.南極大陸の

ずっと沖の南緯40eから50｡にかけて海の深さは4,000

～5,000㎜もある.その深海底に堆積した泥のボｰリ

ングはけっしてやさしい仕事ではない.それにもかか

わらず海底から30m近い深さまでの連続したコアが上げ

られている.こういう深海では堆積速度が遅い(1.1～

8ミJ/1000年)からすぐ往くとも400万年最近では始

新世(約5000万年前)の堆積物まであることがたしかめ

られている.現世から5000万年前までの堆積物が連続

的に得られるということは氷床ボｰリングコアと同

様にそれ以上にあらゆる意康で貴重である､水よ

りももっといいことにはその次かに有孔虫や放散虫肢

との浮遊性の原生動物や珪藻類改どの遺骸が大量に含ま

れていることである.これらの微化石の高温型か低温

型かをきめると生存当時の表面海水の温度変化を推定す

ることができる.放射性同位体を使って年代をきめる

ことも可能である.しかもそのコアの残留磁気を測

定することによってコアの対比が正確にできるように

1960勾玉ぴ)ii資=芋n基上山

略私塾地の磯愁(1970年)�
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地磁気鰯馴こよる対比マイナ刈劫三稚

プラスは遜搬磁ギリシア文字は生物分

滞

だったのである.陸上では溶岩流の岩石を使って

正逆の帯磁と年代をきめた標準柱状図ができている.

深海底のコアをはじめて測定して柱状図の対比をしたの

はオブダイク(五鮒6)である(第5図).

堆積物は有孔虫軟泥と珪藻軟泥衣ど泥質のものだが

そのなかに微量の磁鉄鉱だとの帯磁性鉱物が含まれてい

るので磁性を測定する､とができる｡またふつう

砦看磁気を濁るためには採取したサンブノレの方位カ澗

魑になる｡が南半球で高緯度になると磁力線の傾

斜が急になるのでサンプルの上下さえわかっておれば

帯磁の方向がプラスかマイナスか判定できる.だから

コアの方位を気にする必要はない.

こうしてコアの残留磁気を測っていくと正逆の帯

磁がはっきり区別できた.陸上で命名されたカレンズ

正帯磁期マツヤマ逆帯磁期ガウス正帯磁期ジノレバ

ｰト逆帯磁期などがすべて区別できたのである｡この

磁気測定はそうむずかしい技脩ではないのでこれによ

って数10本のコアの対比が可能になった､

古地磁気層序をもとにして浮遊性有孔虫の分類を行

たいその古気候変せんを図示したのが第6図である､

これには第四紀後半の3回の氷期がしめされている.

熱帯地方に比べるとやはり南極周縁の海はよ!)寒かっ

たことがわかる.

へ･塞一;五〕1帳滋;l1災の･を

コロンビア大学のラモント観測所のオブダイクとヘイ

ズは深海底のコアの古地磁気層序

と微化石との対比をしているうちに

第7図ではある2つの種はガウス

組の2つはオルダバイ最後に残っ

たひとつはブルンズ泌帯磁期叢で生

明ができている.地球の磁場が逆

転するとき磁場の強さは一路葬常

に弱くなるはずである方そのとき

宇宙線は通常より大量に地球土にふ

レン')畿状･遼�
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りそそぐことになるであろう.それは放散虫のような

原生動物に突然変異をひきおこす可能性を大きくする.

こうして生物の急激な進化が生ずるのであろう(アフェ

ン1963).しかし現代生物学では突然変異が多く

なると進化が遠くなるという関係はまだはっきり認め

られていない.だから放散虫の種の絶滅と正帯磁の

関係が将来どういう方向に発展するか現在詳しく調

べているそうだから楽しみな語である.

さて洪積世から鮮新世に測ると鮮新世のジルバｰ

ト逆帯磁期め下部遂.δm･y･以前は浮遊性の有孔虫から

みると亜熱帯気候が南極大陸の一部をおおっていたら

しい.1つまり前項でのべたような古いテイラｰ氷

河やリｰディ氷河の漂礫土が温湿性でリｰディ氷河付

近で鮮新世では現在よりも25℃も気温が高かったとい

う推定とよく符合する.しかもこの深海堆積物のた

かに氷河の影響をうけた砂が出現するのは下部シルバ

ｰ･逆帯磁期の4.5肌y･以降に多いのである｡

このように氷河堆積物が南極周縁の深海底に見出だ

されるのは氷山によって運ばれた砂や泥が有孔虫軟泥

や放散虫軟泥のなかに混って堆積するからである.だ

から氷山によって運ばれた砂や泥をふつうの堆積物

と見わけることができれば氷山が流れ出ていた時期

つまり大陸で氷河や氷床が海辺まで押しだしていた

時期がわかるはずである.

石藁粒⑳表颪構造(写真参照)

そこで堆積物のなかから石英粒を選びだしてそ

の表面を走査電子顕微鏡で調べたのである.氷河で削

られたものと他の粉とを見わけるために砂漠海津

河だとの砂粒を集めて表面の特徴を比較して規準を作

った.たとえば海崖で波に長い間洗われている砂に一

は海水の腐蝕によって三角形の工三河ピ

ットができる.砂漠の砂には特徴的な事湘

が並んでいる.氷河の影響をうけた粒には一

ガ

ウ

ス

正

帯

磁

第7属!放散虫σ)観の絶滅と滞磁

期とω関係をLぜ)す一例

百

万

年

作用をうけさらに続成

作用(化学作用)をうけ

た石英粒が少量発見され

た.かくて深海堆積物

中の石英粒の表面構造の

特徴を規準にしてその

量比から氷床の消長を考

えると寒ずすくなく

とも400万年前には南

極大陸に大氷床が発達し

ていたことが推定される.

そしてガウス正帯磁期

の3(〕0万年前頃に最大に

達したであろう.これ

はマクマｰド入江のテ

イラｰ氷河が最大にたっ

た頃にほぼ一致する.

そしてそれ以後氷がた

くたることはたかったの

である.さらに始新

世(36～58m.y｡)の頃に

すでに氷床あるいは氷河

が存在していたこともたしかである.

1)貝殻状の轡IHlしたステップ

2)ほぼ平行にたらんだ不規則なステ灯プ

3)でこぼこが大きい

などの特徴で区別がつくことがわかった｡

この方法を用いて多数のコアを調べたとこ

ろ大部分のコアではガウス正帯磁期(3.3鮫.

y･)まで少数のものでジルバｰト逆静磁期

(4.5m.y｡)まで達しある王水ではジルバ

ｰト期より下部にもあった.さらにもっと

古い始新世と思われるコアのなかにも氷河

火山噴出物からの証言

南極大陸を調査した地質学者は背から南極の氷床

は第三紀にはじまっているらしいとのべてはいるもの

テ.fライト

のその証拠にたるもの一漂礫岩一が発見された例はな

かった.

南極半島のつけ根に近く太平洋津にジョンズという

小さた山脈がある.基盤は中生代の花崩岩であ1)そ

の上にはっきりした不整合で第三紀の火山岩おも

や喪と舳斥

E～塊かζ･みたてレ〉グ)沸;{し

氷河の流れカがわカ･る�



一60一

に玄武岩溶岩と集塊岩凝灰岩層カ童互層してのっている.にわたっていること擦痕の方位たどから考えても当

問題に改った漂礫岩はこの不整合のすぐ上の凝灰岩層の勝の氷は谷氷河では次く氷床であったことはあきらか

下にレンズ状になっていた.この漂礫岩は基盤岩類である凸このジ暮ンズ山脈の西方にメリｰバｰド陸

の角礫がほとんど成層していたい塊状のものであった由比があ!)そこには大量の第三紀火山噴出物が分布し

また基盤岩の不整合面は平坦で磨かれほぼ南北方向でいる｡そのあるものはガラス質の凝灰負礫岩である.

の溝や擦痕秘はりきり認められた.しかも表面はほこれはガラス質の凝灰岩中にレンズ状や枕状の結晶質玄

どんど風化してい恋いのでこの不整合ができて凝灰武岩がごろごろしているものであなこういう性質は

岩層カ予堆積するまでの時間間隙は小さいと思われた.海底火山やアイスランドの氷冠の下で噴出した凝灰免礫

さて問題は漂礫岩が本物かどうかという点である.岩と同じものである.つまりこのガラス質凝灰負礫

とくに火出病礫岩集塊岩や扇状地礫岩だとは漂礫岩岩は氷の下に噴出したので急冷されてガラス質にた

とまちがいやすい.漂礫岩の条件はったりレンズ状や枕状の玄武岩塊ができる廿

こ¢確出物のいちばん古いところで遜2±腕一文という

駁)粒度変化が大きい年代を樗た.つま1)始新植にはすでにこの付近は

b)分級していない氷床におおわれていたということに友る｡いち1望ん新

C)角があるしいとこるではO.8肌又となった｡

(丑)礫に擦痕がある

⑬)種類が雑多で新鮮であるところでこの火山の噴火のさい噴出物が氷床を突

董)大磯で煙っているきぬけて空気申に固結すればその組織や構造が変わり

9)厚さや水平方向の変化が大きい氷床のなかで固結したものと区別カミできる･だから

火山噴出物の組織や構造をもとに追跡していけば噴火

攻とである.この条件にもあてはまる.さらに石のときの氷床の厚さが求められる･こうして求めた各

英粒を選びだして電子顕微鏡で調べたところ氷河作用時代の氷床の厚さは始新世に300～遂O⑪肌鮮新世には

をうけだときの特徴のある表面構造を認めた､これで1,200皿洪積世には2,000肌と改った｡地層の証拠か

漂礫岩にまちがいたさそうである.らも氷の量は始新植以来断えることなく増加してい

基盤の花陶岩(199土触小)を貫く優自若は104土4m.y.ることに汰る･

である,そして漂礫岩の上部の凝灰岩層は2壮12皿･y･

であった､したがってこの基盤の花繍岩の上を氷が深海底の堆積物からも陸上の漂礫岩や火出蜜出物か

流れていた時代は新しくても第三紀の中新世というらも南極大陸には始薪抵の末頃(約粂00G万年前)

ことになる.にはすでにかたりの氷床ができていたことが証明された

この山脈の高度の低平なこと不整合の氷蝕面カミ30㎞のである｡ところがじつはこの時代は南極大陸

がオｰストラリア大陸と離れて

アのたかに南極半島から1,500

･1･業と:l1燃事)餅鑑/こ蒐ら熱る氷河壷)綱綴�
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いう値を得た(マントラ!969)一

これは熱瀞に近い水澄である,

王9班年に行なわれたニュｰジｰ

ランドの第三紀気候についての

シンポジウムで南岸球中緯度

地域は新期始新世では熱帯性気

候であったという報告が7篇も

あった｡

マクマｰド入江付近のモンン

の礫のたかに灰色の泥岩がまれ

に発見される､それは二瓜一

ジｰランドの新期白亜紀から古

期漸新世のある種の岩楯によく

似ている.この礫はたぶんメ

リｰバｰド陸地から運ばれた

のであろう､そのたかから有

孔虫や花粉をとりだして調べる

とこ1の泥岩はだいた一い暁新世か

ら始新世にかけてのものであっ

た､そしてその生物相から

考乏ると気候は温暖で近く

の陸地にはノソファガス(南極

ブナ)の森林の繁茂していたに

ちがいない由ということは

この部分がアンデス地域とニュ

ｰジｰランドや東オｰストラリ

アとの間の第三紀植物灘の移動

一定方向の翻實秘みえる13ピ匁雛漢の石英雄

滑らかな.を二神二兆測三よるか参傷がある

三殉影のピパ1度(茨､1二)1郷二お倉じ氷湧

と海浜の作湖

の遺すじになっていたことは当然考えられることである.

またモレンの礫のたかに溶結凝灰岩や始新世の海生

巻貝も発見されている.だからニュｰジｰランド型

の白亜紀から第三紀にかけての地層がロス海周辺にある

ことはまちがいたい.メリｰバｰド陸地やとくに

ロス海の海底には人工地震探査によってもその可能

性の大きいことが予測されている.

現在ロス棚氷をぶちぬいて海底まで掘るうというロ

ス棚氷ボｰリング計画が進められている.うまくいけ

ば第三紀や白亜紀の地層カミロス海の海底で発見される

だろう.ロス海の構造やそのできかたはまだほとんど

わかっていたい｡ロス海あるいはその一部が大きな構

造谷であるとも考えられている.

員殼献の割則ま氷河搾馴こよる小部秀に見

乏るとバ1ま海の作踊愁寿る

の麓予顕微鑓写糞(剛峠ン刻蜘)

バｰド陸地からロス海にかけては温暖で南極ブナの繁

茂していた時代なのである｡1司時にメリｰバｰド

陸地には厚さ300～400皿の氷床が存在していたことも

たしからしい.すくなくとも氷床が存在していたこ

とはすでにのべたとおりである.高い山脈があって氷

河を掴養していたのであろうか?この矛盾する現象の

謎解きはもうすこしさきのことになりそうである.

先年マクマｰド基地を訪れた五人の男が化石のはい

った石を他所から持ちこんでモレンの上に投げ捨てて

いたどうしてそんたことをするのだと問いただす

と｢おれは地質屋が大嫌いなんだ｣と答えだそうであ

る.なんで地質屋といさかいをしたのか知らたいが

これはほんとにあった話である.このあたりのモレソ

を調査に行く人は要心が肝要である.

(箪春は北流遺大学理学部)

さてとにかく第三紀のはじめ頃始新世を中心にし

て南半球中緯度は熱帯性気候であり南極のメリｰ�




